
〔
資
料
紹
介
〕

滋綴謹綴織畿滋議畿畿議緩輯犠

明
治
以
降
の
明
暗
寺
の
資
料
紹
介

は
じ
め
に

愛
知
県
の
虚
無
僧
尺
八
は
明
治
維
新
期
の
普
化
宗
の
廃
宗
に
伴
い
、
浜
松
並
回

大
寺
の
虚
無
僧
に
習
っ
た
兼
友
西
園
の
流
れ
を
汲
む
弟
子
の
集
団
が
尺
八
西
国

(
ル
江
ご

流
を
組
織
し
、
「
音
楽
」
と
し
て
再
出
発
し
た
。
こ
の
西
閤
流
の
鈴
木
孝
道
が

京
都
の
樋
口
家
を
相
続
し
、
「
樋
口
対
山
」
と
し
て
京
都
の
東
福
寺
塔
頭
の
善

慧
院
に
明
治
二
十
三
年
に
明
暗
教
会
を
組
織
し
て
宗
教
組
織
と
し
て
の
普
化
宗

を
復
興
し
た
の
で
、
そ
れ
以
来
西
国
流
と
京
都
の
明
暗
対
山
流
の
関
係
は
大
変

深
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
樋
口
対
山
が
樋
口
家
を
相
続
す
る
前
の
名
古
屋
で

の
鈴
木
孝
道
時
代
に
兼
友
盛
延
に
師
事
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
明
暗
教
会

合
庄
二
)

語
教
樋
口
封
山
遺
譜
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
善
慧
院
に
明
暗
教
会
が
置
か
れ

た
時
点
で
普
化
宗
と
し
て
の
復
興
が
京
都
府
に
認
め
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、

尺
八
本
曲
を
「
吹
禅
し
と
す
る
教
義
を
持
つ
宗
教
組
織
と
し
て
の
「
教
会
L

を

寺
院
内
に
設
け
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
を
実
質
的
な
普
化
宗
の
復
興
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
、
っ
。

本
稿
で
は
、
明
暗
寺
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
、
京
都
府
総
合
資

料
館
を
通
し
て
京
都
府
文
化
環
境
部
文
教
課
宗
教
法
人
担
当
に
伺
っ
た
明
暗
寺

飯
塚
恵
理
人

の
行
政
的
な
位
置
付
け
、
明
暗
対
山
流
尺
八
の

L
P
レ
コ
ー
ド
・
無
竹
忌
の
記

念
写
真
な
ど
か
ら
伺
わ
れ
る
明
暗
流
の
主
な
演
奏
家
の
紹
介
な
ど
を
通
し
、
近

代
の
尺
八
本
曲
の
歩
み
に
お
け
る
明
暗
対
山
流
の
歴
史
研
究
の
研
究
基
盤
を
作

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

明
暗
寺
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
明
暗
寺
虚

無
僧
尺
八
の
歴
史
と
明
暗
寺
の
行
政
的
な
位
置
付

ふ
l

尺
八
西
国
流
六
世
宗
家
岩
田
西
国
師
は
、
「
虚
霊
山
明
暗
寺
L

と
い
う
題
の
、

明
暗
寺
住
職
平
住
恵
光
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
以
下
パ
ン
フ
)
を
所
有

し
て
お
ら
れ
る
。
今
回
、
岩
田
師
よ
り
こ
の
パ
ン
フ
の
コ
ピ
ー
を
頂
く
こ
と
が

出
来
た
の
で
、
こ
の
パ
ン
フ
に
基
づ
き
明
治
以
降
の
明
暗
寺
の
歴
史
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

こ
の
パ
ン
フ
は
年
記
や
奥
書
が
な
い
た
め
発
行
年
月
日
が
不
明
だ
が
、
平
住

恵
光
に
よ
る
前
書
に
「
以
前
に
『
明
暗
寺
所
伝
本
曲
要
説
』
(
昭
和
四
十
七
年

十
月
発
行
)
が
発
刊
さ
れ
て
、
以
来
早
く
も
十
五
年
が
年
月
た
ち
、
残
部
も
無

く
、
ま
た
記
載
の
訂
正
個
所
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
新
た
に
明
暗
寺
の
莱
と

し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
昭
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和
六
十
二

1
コ
一
年
頃
、
昭
和
末
期
の
発
行
と
考
え
ら
れ
る
。

(
注
一
ニ
)

こ
の
パ
ン
フ
に
は
「
(
三
)
明
治
以
後
の
明
暗
寺
」
と
し
て
、
明
治
二
十
年

代
以
降
の
明
暗
寺
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

明
治
二
十
三
年
七
月
に
、
「
明
暗
教
会
」
が
設
立
さ
れ
規
約
を
制
定
し
虚

無
僧
行
化
の
印
鑑
(
吹
籍
行
化
証
)
を
発
行
し
て
、
一
般
僧
侶
の
托
鉢
法

規
に
準
拠
し
、
虚
無
僧
風
儀
の
再
現
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。
初
代
会
長

は
爾
喧
林
、
二
代
爾
以
三
、
三
代
安
田
天
山
、
田
代
平
住
恵
雲
、
現
在
は

平
住
恵
光
の
各
師
が
其
の
任
に
就
い
て
い
ま
す
。
明
暗
教
会
設
立
に
伴
い
、

樋
口
対
山
が
教
会
の
訳
教
師
(
尺
八
指
南
役
)
と
な
り
、
散
侠
せ
る
明
暗

寺
所
伝
本
曲
の
蒐
集
、
整
備
、
復
興
に
専
心
努
力
し
て
、
中
興
の
祖
と
し

て
中
純
せ
る
法
系
を
承
け
て
一
二
十
五
世
(
看
主
対
山
孝
道
居
士
大
正
一
一
一

年
十
一
月
二
十
二
日
寂
)
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
コ
一
年
、
対
山
残
后
に
小

林
紫
山
が
三
十
六
世
(
看
主
紫
山
治
道
居
士
|
昭
和
十
三
年
十
一
月

二
十
七
日
寂
)
を
継
承
し
、
終
生
明
暗
本
曲
の
宣
揚
と
指
導
と
に
当
た
り
、

師
伝
の
曲
か
ら
二
一
十
三
曲
の
譜
を
整
備
し
、
更
に
明
暗
古
典
本
曲
を
定
型

化
し
、
明
暗
土
寸
所
伝
本
曲
の
吹
奏
の
基
礎
を
確
立
致
し
ま
し
た
。
昭
和

十
三
年
に
小
林
紫
山
が
残
し
、
其
后
の
約
十
年
間
は
法
系
継
承
が
社
絶
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
明
暗
道
人
並
び
に
各
流
宗
家
の
推

挙
に
よ
り
谷
北
無
竹
が
コ
一
十
七
世
(
看
首
浪
庵
無
竹
居
士
i
昭
和
三
十
二

年
三
月
二
十
四
日
寂
)
を
継
承
し
ま
し
た
。

(
注
凹
)

ま
た
こ
れ
に
続
き
「
(
四
)
現
在
の
明
暗
寺
」
と
い
う
太
平
洋
戦
争
後
か
ら

昭
和
末
期
ま
で
の
こ
と
が
4

青
か
れ
た
項
目
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
以
下
に
引
用

す
る
。

昭
和
二
十
五
年
三
月
、
宗
教
法
人
「
明
暗
寺
」
が
設
立
、
登
記
認
可
さ

れ
、
再
ぴ
尺
八
禅
の
復
興
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。
住
職
は
安
田
天
山

(
後
に
東
福
寺
第
三

O
二
世
管
長
)
が
初
代
で
あ
り
、
明
暗
寺
の
復
興
独

立
に
尽
力
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
に
職
を
平
住
台
山
に
譲
り
、
現
在
は
乎

住
恵
光
が
其
の
職
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
三
日

に
中
尾
都
山
、
上
田
芳
憧
、
兼
安
洞
童
、
谷
北
無
竹
、
大
西
梅
健
、
柴
田

聖
山
、
藤
井
茂
樹
、
高
藤
円
応
、
秋
月
真
海
、
板
野
双
春
、
源
野
勲
山
、

小
泉
止
山
、
(
献
曲
録
の
署
名
に
依
る
)
の
各
氏
が
、
虚
竹
禅
師
を
日
本

尺
八
道
の
開
祖
と
仰
い
で
「
虚
竹
禅
師
奉
讃
会
」
の
発
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
「
虚
竹
禅
師
奉
讃
会
」
の
結
成
に
当
た
り
初
代
理
事
長
に
は
中
尾
都

山
が
就
任
し
ま
し
た
。
中
尾
都
山
残
后
に
上
田
芳
憧
が
、
昭
和
田
十
六
年

四
月
に
は
上
回
佳
道
が
理
事
長
の
職
を
継
い
で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
「
虚
竹
禅
師
奉
讃
会
」
の
主
催
で
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
七
日
に
第

一
回
の
尺
八
本
曲
の
献
奏
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
流
派
を
問
わ

ず
開
祖
の
威
穂
を
慕
う
全
国
の
尺
八
道
人
に
依
っ
て
、
秋
は
京
都
の
明
暗

寺
で
、
春
に
は
各
地
の
道
人
の
骨
折
で
そ
れ
ぞ
れ
「
全
国
尺
八
本
曲
献
奏

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
六
十
五
回
(
昭
和
六
十
二
年
現
在
)
を
数
え
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
(
中
略
)
か
く
し
て
普
化
宗
と
し
て
の
明
暗
寺
の
復

興
以
来
、
善
慧
院
の
本
堂
に
合
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
開
山
像
、
霊
牌
等

安
置
す
べ
き
明
暗
寺
と
し
て
の
本
堂
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
未
だ
時
機
到
来
せ
ざ
り
し
も
昭
和
四
十
一
年
六
月
に
尺
八
碑
と
し
て

の
「
吹
禅
碑
」
並
び
に
尺
八
各
流
派
の
先
亡
道
人
の
分
霊
を
租
る
「
安
霊

塚
」
が
建
立
さ
れ
、
漸
く
機
縁
熟
し
本
堂
建
立
の
機
運
が
台
頭
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
道
人
諸
氏
の
絶
大
な
る
支
援
協
力
に
依
り
ま
し
て
、
昭
和

四
十
四
年
六
月
建
築
に
着
工
、
同
十
月
二
十
六
日
に
落
慶
式
の
挙
行
を
み

る
に
至
り
、
永
年
の
宿
願
を
達
成
し
、
尺
八
の
本
山
と
し
て
の
面
白
の
確

立
を
み
る
に
至
り
ま
し
た
。

「
(
一
二
)
明
治
以
降
の
明
暗
寺
」
の
引
用
文
に
あ
っ
た
通
り
、
明
治
維
新
期
に

政
府
の
方
針
に
よ
り
普
化
宗
が
廃
宗
と
さ
れ
、
そ
の
際
一
旦
廃
絶
し
た
明
暗
寺
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は
、
明
治
二
十
三
年
七
月
に
「
明
暗
教
会
」
設
立
で
復
興
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
で
は
、
現
存
す
る
「
明
暗
土
寸
」
は
ど
の
よ
う
な
行
政
的
位
置
付
け
が
な

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
度
、
京
都
府
総
合
資
料
館
を
通
じ
て
京
都
府

文
化
環
境
部
文
教
課
宗
教
法
人
担
当
の
方
に
、
明
暗
寺
に
関
す
る
行
政
文
書
の

所
蔵
の
有
無
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
回
答
を
頂
い
た
。

(
前
略
)

-
京
都
府
が
所
轄
す
る
宗
教
法
人
の
中
に
は
「
普
化
宗
」
「
普

化
正
宗
」
と
い
う
名
称
の
宗
教
法
人
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
(
注
1
)
0

「
明
暗
寺
」
は
京
都
府
が
認
証
を
し
た
宗
教
法
人
で
す
。

認
証
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

(
1
)
名

称

明

暗

寺

(
2
)
所
在
地
京
都
市
東
山
区
本
町
日
丁
目

7
9
7
番
地

(
3
)
認
証
日
昭
和
却
年
2
月
M
日

(
4
)
設
立
登
記
を
行
っ
た
日
昭
和
却
年
目
月
5
日

行
政
上
の
登
記
は
、
主
要
項
目
は
上
記
の
と
お
り
で
す

2 3 
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注
1

宗
教
活
動
は
宗
教
法
人
格
を
取
得
し
な
く
て
も
自
由
に
行
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
「
普
化
宗
」
ゃ
っ
普
化
正
宗
」
を
名
乗
ら
れ
る
宗
教

団
体
が
あ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
明
暗
寺
さ
ん
が
名
乗
っ
て
お
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

注
2

お
問
い
合
わ
せ
の
中
で
「
明
暗
寺
」
の
再
興
が
昭
和
お
年
と
記
載

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
上
記
回
答
2
の
と
お
り
認
証
が
昭
和
却
年
2
月

M
日
、
登
記
昭
和
却
年
目
月
5
日
で
す
の
で
、
正
式
に
法
人
と
な
っ
た
の

は
後
者
の
日
付
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
注
1
の
と
お
り
、
宗
教
活
動
自
体
は
自
由
で
す
の
で
、
昭
和
お

年
か
ら
活
動
し
て
お
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
期
の
特
定
が
必
要

で
あ
れ
ば
直
接
明
暗
寺
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

担
当
二
口
小
都
府
文
化
環
境
部
文
教
課
宗
教
法
人
担
当
(
後
略
)

こ
の
回
答
よ
り
、
「
明
暗
寺
」
は
京
都
府
が
認
め
た
「
宗
教
法
人
」
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
娯
楽
の
た
め
の
「
音
楽
会
」
で
は
な
く
「
吹
禅
」

と
し
て
の
宗
教
行
事
・
法
要
と
し
て
尺
八
本
曲
の
演
奏
を
行
う
宗
教
法
人
で
あ

り
、
江
戸
期
の
「
普
化
宗
」
の
教
義
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

た
だ
し
現
在
の
明
暗
寺
は
京
都
府
の
「
宗
教
法
人
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
普

化
宗
」
「
普
化
正
宗
」
の
宗
派
の
登
記
は
し
て
お
ら
ず
、
法
的
に
は
「
普
化
宗
」

「
普
化
正
宗
」
を
名
乗
る
根
拠
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
実
際
に
は
明
治
維

新
期
に
廃
絶
し
た
普
化
宗
を
宗
教
法
人
と
し
て
復
興
し
、
現
在
ま
で
そ
の
立
場

が
続
い
て
い
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
普
化
宗
」
が
江
戸
期
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
虚
無
僧
が
集
団
で
托
鉢
行

動
し
て
無
料
の
止
宿
や
食
事
を
要
求
す
る
こ
と
が
村
の
大
き
な
出
費
を
招
く
た

め
だ
っ
た
。
明
治
以
降
に
な
る
と
、
尺
八
は
「
趣
味
の
音
楽
」
と
し
て
民
間
に

認
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
尺
八
演
奏
者
が
托
鉢
で
生
活
を
立
て

る
虚
無
僧
か
ら
、
社
会
の
変
化
に
よ
り
様
々
な
「
本
業
」
を
別
に
持
つ
者
に
な

り
、
も
は
や
托
鉢
を
生
活
の
中
心
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
「
普
化

宗
」
の
復
興
の
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

谷
北
無
竹
と
谷
北
無
竹
時
代
の
録
音
・

に
つ
い
て

レ
コ
ー
ド

明
治
期
の
明
暗
教
会
設
立
の
中
心
で
あ
っ
た
樋
口
対
山
、
対
山
の
楽
譜
か
ら

一
一
一
十
二
曲
を
選
ん
で
整
備
し
た
小
林
紫
山
は
い
ず
れ
も
明
暗
対
山
流
の
成
立
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
彼
ら
に
比
し
て
も
、
太
平
洋
戦
争
後
、
明
暗

寺
の
看
首
と
な
り
、
樋
口
対
山
の
遺
し
た
楽
譜
を
ま
と
め
た
三
十
七
世
谷
北
無

竹
の
功
績
は
明
暗
対
山
流
の
歴
史
の
上
に
大
き
い
と
考
え
て
よ
い
。

火
口
北
無
竹
の
略
伝
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
在
住
の
尺
八
愛
好
家
稲
垣
束
(
筆

名
稲
垣
衣
白
)
氏
が
中
心
と
な
り
出
版
さ
れ
た
『
封
山
譜
拾
遺
明
暗
三
十
七
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世
谷
北
無

h
F
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
の
で
引
用
す
る
と
、
「
谷
北
無
竹
師

略
伝
明
治
日
年
9
月
お
日
生
、
京
都
府
愛
宕
郡
八
瀬
村
字
南
田
(
現
京
都
市

左
京
区
八
瀬
秋
元
町
)
、
本
名
兼
三
郎
、
家
業
は
紫
葉
漬
の
製
造
販
売
。
教
職
、

村
長
を
つ
と
む
る
こ
と
あ
り
と
い
う
。
詩
文
を
よ
く
し
、
能
筆
な
り
。
明
治
却

年
こ
ろ
の
夏
に
、
鷹
屋
有
竹
氏
(
越
中
砺
波
郡
南
野
尻
村
の
人
、
本
名
祐
械
)

よ
り
尺
八
の
手
ほ
ど
き
を
受
く
(
無
竹
師
談
)
。
明
治
叫
年
9
月
樋
口
封
山
師

に
入
門
す
。
(
入
門
状
)
(
初
簿
、
中
俸
の
時
期
は
不
明
)
明
治
品
年
夏
奥
俸
を

う
く
(
許
状
)
大
正

2
年
春
別
停
を
う
く
(
許
状
)
(
大
正

3
年
日
月
樋
口
封

山
師
没
)
(
昭
和
日
年
日
月
小
林
紫
山
師
没
)
(
昭
和
U
年
目
月
勝
浦
正
山
師
没
)

昭
和
凶
年
日
月
日
日
明
暗
幻
世
に
就
任
す
昭
和
お
年
日
月
同
引
退
昭
和
白

年
3
月
M
日
没
、
戒
名
『
浪
聾
院
明
暗
無
竹
居
士
』
」
と
な
る
。

「
尺
八
」
は
「
音
」
で
あ
る
の
で
、
録
音
に
よ
っ
て
そ
の
実
際
を
伝
え
る
事

が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
伝
統
芸
能
を
収
録
し
た
蓄
音

機
レ
コ
ー
ド
等
の
音
源
を
収
集
・
整
理
し
て
研
究
室
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
よ
り
発
信

し
て
お
り
、
三
曲
・
尺
八
本
曲
音
源
の
蒐
集
に
も
努
め
て
い
る
が
、
二

O
一
四

年
十
月
現
在
時
点
に
お
い
て
樋
口
対
山
、
小
林
紫
山
の
音
源
は
収
集
で
き
て
い

な
い
。
た
だ
谷
北
無
竹
は
戦
後
ま
で
活
躍
し
た
た
め
、
そ
の
演
奏
の
一
部
が
前

出
の
稲
垣
束
氏
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ
た
。
氏
は
、
無
竹
の
演
奏
を
含
む
昭
和

二
十
年
代
後
半
か
ら
録
音
し
た
明
暗
対
山
流
の
尺
八
曲
を
数
枚
の
私
家
版

L
P
レ
コ
ー
ド
に
作
成
し
、
関
係
者
に
頒
布
し
た
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
レ
コ
ー

ド
を
岩
田
西
国
師
よ
り
提
供
し
て
頂
き
、
音
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
。
レ

コ
ー
ド
は
既
に
制
作
か
ら
五
十
年
以
上
を
経
過
し
著
作
権
が
消
滅
し
て
い
る
の

で
、
作
成
し
た
デ
ジ
タ
ル
音
源
を
、
提
供
者
で
あ
る
岩
田
師
の
許
可
を
得
て
椙

山
女
学
園
大
学
飯
塚
研
究
室
ホ
l
ム
ベ

1
ジ
よ
り
配
信
し
た
。
配
信
し
て
い
る

曲
の
リ
ス
ト
を
表
に
示
し
た
。

(
宮
片
付
℃
一

¥¥NSEt--zm守
山
口
阿
国
l

ロ
-R・』℃
¥
l
R口
町
田

¥qH
件。H¥言
問
片
山

H-EE])

四

明
暗
対
山
流
及
び
愛
知
県
内
の
代
表
的
な
尺
八
演

奏
家
の
顔
写
真

尺
八
の
流
儀
は
、
一
人
の
演
奏
家
が
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
演
奏
活

動
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
六
世
岩
田
西
園
師

も
西
国
流
の
宗
家
で
あ
り
な
が
ら
明
暗
対
山
流
の
行
事
で
あ
る
無
竹
忌
に
参
加

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
当
時
の
会
の
写
真
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
の
流
儀
だ
け
で

な
く
他
の
流
儀
の
演
奏
家
も
会
へ
の
参
加
の
有
無
が
特
定
で
き
る
。
し
か
し
、

昭
和
期
の
演
奏
家
の
顔
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
々
が
高
齢
化
し
て
き
で
い
る
現

在
、
手
を
扶
い
て
い
る
と
写
真
が
残
っ
て
い
て
も
そ
れ
が
誰
な
の
か
、
も
は
や

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
本
稿
で
は
、
年
代
別
に
岩
田
師
よ
り
尺
八
演
奏

家
の
写
真
を
御
提
供
頂
き
、
同
氏
に
教
え
て
頂
い
た
人
名
を
写
真
内
に
記
入
し

て
掲
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
明
暗
対
山
流
に
所
属
し
た
各
時
代
の
代
表
的
な
演

奏
家
の
名
前
と
そ
の
顔
を
記
録
に
残
し
、
顕
彰
す
る
。

写
真
①
野
村
成
山
師
追
善
尺
八
演
奏
会
(
於
名
古
屋
市
中
村
区
上
米
野
町
中

村
児
童
会
館
昭
和
お
年
3
月
9
日
岩
田
西
園
師
撮
影
)
同
氏
よ

り
研
究
室
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ピ
ー
も
提
供
し
て
頂
い
た
。
野
村

成
山
は
初
代
平
塚
晃
山
の
弟
子
で
都
山
流
で
活
躍
し
た
。

第
日
回
全
国
尺
八
本
曲
大
会
(
於
大
阪
大
関
園
昭
和
初
年
5
月
日

日
)
第
1
回
創
立
記
念
尺
八
本
曲
大
会
(
於
春
日
荘
別
館
昭
和
幼
年
2

月
ロ
日
)
写
真
の
台
紙
に
「
か
す
が
荘
(
瑞
穂
区
桜
山
ご
と
あ
り
、

現
在
の
名
古
屋
市
瑞
穂
区
桜
山
と
考
え
ら
れ
る
。

明
暗
寺
法
系
第
四
十
一
世
看
首
児
島
抱
庵
侍
法
会
(
平
成
3
年
ロ

月
1
日
於
明
暗
寺
)

第
的
回
無
竹
忌
(
於
明
暗
寺

第
羽
田
無
竹
忌
(
於
明
暗
土
寸

写
真
②

写
真
③

写
真
④

写
真
⑤

写
真
⑥

平
成
弘
年
3
月
四
日
)

平
成
お
年
3
月
口
日
)
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五

ま
と
め

戦
後
、
尺
八
は
コ
一
曲
合
奏
の
み
な
ら
ず
演
劇
の
パ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
し

て
も
多
く
使
わ
れ
た
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
い
て
効
果
音
的

に
使
用
さ
れ
た
事
例
も
多
い
。
パ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
効
果
音
と
し
て
の
演

奏
の
場
合
、
演
奏
者
名
が
放
送
番
組
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
に
記
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
多
か
っ
た
が
、
出
演
し
た
演
奏
家
が
自
己
の
記
録
と
し
て
ス
タ
ジ
オ
で
の

録
音
や
そ
の
時
の
写
真
を
私
的
に
保
存
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
「
ア
ー

カ
イ
ブ
」
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
時
代
の
放
送
局
で
は
相
当
量
の
放
送
資
料

が
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
日
で
は
こ
れ
ら
私
的
に
保
存
さ
れ
て
い
た

も
の
も
、
そ
の
時
代
の
放
送
文
化
・
演
劇
・
音
楽
の
実
際
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
な
る
。
今
回
は
尺
八
西
国
流
六
世
宗
家
岩
田
西
国
師
に
ご
協
力
頂
き
、
御

提
供
頂
い
た
明
暗
寺
関
係
の
資
料
を
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
後
も
東
海
地
域

の
放
送
資
料
・
古
典
芸
能
関
係
資
料
を
広
く
収
集
・
整
理
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
を

作
成
し
、
そ
こ
か
ら
古
典
芸
能
の
担
い
手
と
質
の
変
遷
、
放
送
が
古
典
芸
能
を

ど
の
よ
う
に
変
え
て
来
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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参
考
文
献

「
愛
知
県
に
お
け
る
尺
八
西
園
流
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
|
明
治
維
新
か
ら
昭
和
初

年
ま
で
|
」
、
飯
塚
恵
理
人
、
「
愛
知
県
史
研
究
L

第
十
八
号
、
愛
知
県
、
平
成
二
十
六

年
三
月
発
行
六
一
六
九
頁

『
明
暗
教
会
語
教
樋
口
封
山
遺
譜
』
稲
垣
衣
白
編
明
暗
土
寸
明
暗
教
会
昭
和
五
十
一

年
十
一
月
発
行
二
五
八

i
二
五
九
頁

「
虚
霊
山
明
暗
寺
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
明
暗
寺
住
職
平
住
恵
光
五
頁

注

三

五

六

頁

「
封
山
譜
拾
遺
明
暗
三
十
七
世
谷
北
無
竹
集
』
編
者
稲
垣
衣
白
出
井
静
山

呂
竹
発
行
者
谷
北
廉
三
昭
和
五
十
六
年
一
月
発
行
私
家
版
非
売
品

五四三

高
橋
表
紙

裏
品
力
制
U

「
H
U

斗

4

H

Z

-
一日

明
暗
寺
の
行
政
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
詳
細
に
御
回
答
下
さ
っ
た
京
都
府
総

合
資
料
館
、
京
都
府
文
化
環
境
部
文
教
課
宗
教
法
人
担
当
に
感
謝
致
し
ま
す
。

ま
た
貴
重
な
資
料
を
御
提
供
頂
き
ま
し
た
尺
八
西
園
流
六
世
宗
家
岩
田
西
園
先

生
、
岡
崎
市
、
水
田
モ
ー
タ
ー
ス
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
本
研
究
は
平
成
お

年
度
放
送
文
化
基
金
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

一
い
い
づ
か
・
え
り
と
/
文
化
情
報
学
部
教
授

一
何
ヨ
山
口
一
巾
ロ

S
⑥
田
口
恒
三
宮
守
口

-Rち
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LPレコード一覧

(永田氏)

演奏者1 演奏者2 レコード番号1レコード番号2 備考

山上月山(病中) 佐藤鈴童・高橋呂竹編 LP33RPM TRS5094 

山上月山(病中) 佐藤鈴童・前橋呂竹編 LP33RPM TRS5094 

山上月山(病中) 佐藤鈴童・局橋呂竹編 LP33RPM TRS5095 

山上月山(病中) 佐藤鈴童・局橋日竹編 LP33RPM TRS5095 

山上月山(病中) 佐藤鈴童・局橋呂竹編 LP33RPM TRS5096 

山上月山(病中) 佐藤鈴童・両橋呂竹編 LP33RPM TRS5096 2-4 吹奏佐藤鈴童

佐藤如風 佐藤一郎・高橋呂竹編 LP33RPM TRS5088 
佐藤如風 佐藤一郎・局橋呂竹編 LP33RPM TRS5088 

佐藤如風 佐藤一郎・局橋昌竹編 LP33RPM TRS5089 

佐藤如風 佐藤一郎・両橋日竹編 LP33RPM TRS5089 
佐藤如風 佐藤一郎・局橋呂竹編 LP33RPM TRS5090 
佐藤如風 佐藤一郎・品橋呂竹編 LP33RPM TRS5090 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5105 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5105 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5106 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5106 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5107 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5107 
谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5108 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5108 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5109 

谷北無竹 谷北一声編 LP33RPM TRS5109 
1， 2:今仲章月 3:佐藤如風 谷北一戸編 LP33RPM TRS5110 
1， 2:佐藤如風 3:小泉了庵 谷北一声編 LP33RPM TRS5110 

宮川如山 OG-586 
第1直集

磯一光 OG-586 

瀧谷治朗 OG-601 
第四集

1 :瀧谷治朗 2:佐藤忠造 OG-601 

谷北兼二郎 OG-615 
第rx:集

谷北兼二郎 OG-615 

谷北兼二郎 OG-616 
第X集

谷北兼二郎 OG-616 

谷北兼二郎 OG-617 
第7召集

谷北兼二郎 OG-617 

1:佐藤忠造 2:塚本凱努 3: i龍谷治朗 OG-618 
第〕直集

瀧谷治朗 OG-618 

谷北兼二郎 OG-573 
第I集

谷北兼二郎 OG-573 

谷北兼二郎 OG-574 
第H集

谷北兼二郎 OG-574 

谷北兼二郎 OG-575 
第三集

谷北兼二郎 OG-575 

谷北兼二郎 OG-576 
第N集

谷北兼二郎 OG-576 

瀧谷治朗 3， 4:浦本政二郎 OG-577 
第V集

喧喧治朗 OG-577 
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表岩田西国師提供尺八

尺八LP

番号 レコード会社 分類 曲目

1 TOKYO RECORDING SERVICE 明暗真法流尺八(I)1.本曲之調子 2 二谷之曲 3 紫鈴法曲
2 TOKYO RECORDING SERVICE 明日音真法流尺八(I)1.慾慕流 (3段不良) 2. 手解鈴法 3. i竜落之曲
3 TO.fαo RECORDING SERVICE 明暗真法流尺八(II ) 1 州霧i毎虎 2. 州i虚鈴 3 州虚空
4 TOKYO RECORDING SERVICE 明日音真法流尺八(II ) 真霧海虎 [1段~4段J (2段中間欠)

5 TOKYO RECORDING SERVICE 明暗真法流尺八(III)1.真虚空曲 2.伊深懸慕(又は鈴暮)
6 TOKYO RECORDING SERVICE 明暗真法流尺八(III) 1.真虚鈴曲 2.焼香丈 3. '険悔文 4. 鉢返
7 TOKYO RECORDING SERVICE 佐藤如風の尺八(I)1 本手調子 2 瀧落 3. ニ谷
8 TOKYO RECORDING SERVICE 佐藤如風の尺八(I)1 大手口調 2.虚空 3 霧海虎
9 TOKYO RECORDING SERVICE 佐藤如風の尺八(II ) 1.鹿遠音 2.鳳叫 3.鈴慕(竹調)
10 TOKYO RECORDING SERVICE 佐藤如風の尺八(II)1.鈴慕(瀧落・鉢返) 2 参安 3 何字観
11 TOKYO RECORDING SERVICE 佐藤如風の尺八(皿)L 一一二調 2，志図 3. 善哉 4 秋田菅掻
12 TOKYO RECORDING SERVICE 佐藤如風の尺八(III)1 九州鈴慕 3. 門間喜 4 虚鈴
13 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(I)1. 本手調子 2. 瀧落 3. 二谷 4. 九州鈴慕
14 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(I)1. 一一二調 2 鉢返 3.志図 4 善哉
15 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(II ) 1 門開喜 2.吾妻獅子 3 恋慕流 4. 大手口調
16 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(II ) 1. 奥州流 2.打波 3.秋回菅掻 4. 転菅掻
17 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(III) 1. 深夜 2目巣鶴 3. 陸奥鈴慕
18 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(III) 1 雲井獅子 2 虚空 3 虚鐸
19 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺入(N)1.虚鈴 2 虚空(全曲)
20 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(N)1.霧海虎 2. 阿字観 3. 鈴慕(又は宮城野鈴慕)
21 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(V)1.鹿遠音 2. 鶴巣鐘 3. 栄獅子(前半)
22 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(V)1.栄獅子(後半) 2.鳳叫虚空(又は鳳叫) 3.龍吟虚空(又は龍吟)
23 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(VI)1.調子 2. 虚空 3.鈴慕前半
24 TOKYO RECORDING SERVICE 谷北無竹の尺八(VI)1.鈴慕後半 2.参安 3 栄獅子
25 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1.阿字観 2. 鉢返 3. 調子 4目虚空
26 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1.調子 2 雲井 3. 局嶺サシ
27 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1.阿字観 2. 岡崎明童の鈴慕
28 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1.龍吟 2 参安
29 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1. 陵奥鈴慕 2. 善哉 3 栄獅子
30 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1. 虚空全曲 2.鈴慕
31 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 曲の話(その1)
32 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 曲の話(その2)
33 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 対談
34 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 対談
35 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 1 阿字観 2.筑紫鈴慕 3 錦風流尺八の話(その1)
36 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八及び拾遺 錦風流尺八の話(その2)
37 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1 調子 2. 一一二調 3.鉢返 4. 瀧落 5. 二谷

38 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1.九州鈴慕 2.志図 3. 善哉 4.奥州流

39 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1.秋田菅掻 2. 門間 3.転菅掻

40 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1. 吾妻獅子 2. 恋慕流 3.深夜

41 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1 巣鶴 2 雲井獅子 3，虚鐸

42 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1 虚空 2 霧海虎

43 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1 虚鈴 2 鹿遠音

44 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1 鶴巣音量 2.鳳叫 3.龍吟

45 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1.栄獅子(欠盤) 2. 阿字観 3 鈴慕 4 参安

46 TOKYO RECORDING SERVICE 対山流尺八 1.調 2. 鶴巣議
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